
北里大学・大学病院・係長

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６０７

基盤研究(C)（一般）

2017～2013

プレパレーションツールの効果的な構成要素と蓄積・提供システムに関する研究

Research on the constitutive factors and the accumulation/ provision system of 
the useful preparation tool

２０４０６９６１研究者番号：

内藤　茂幸（NAITO, shigeyuki）

研究期間：

２５４６３５１６

平成 年 月 日現在３０   ６   ３

円     3,200,000

研究成果の概要（和文）： 文献より抽出されたプレパレーションツールを構成している10の要素について，プ
レパレーション高度実践者の協力を得て重要度の査定を実施した．得られた結果は，プレパレーションツール作
製におけるガイドラインとしての役割が期待できた．
 また，ウェブサイト上にプレパレーションツールの蓄積・提供ができる機能を持つ『Pre-Bo!』を作製し，その
有用性について検討した．『Pre-Bo!』を活用することによって，実際の小児医療現場でのプレパレーション実
践を支援できることが示唆された．

研究成果の概要（英文）：With the cooperation of advanced practitioners of the preparation, we have 
made an assessment of importance regarding 10 factors extracted from documents that constitute the 
preparation tool, and the achieved results can be expected to be guidelines for creation of the 
preparation tool.Also, we have created the website called "Pre-Bo!" that has the function of 
accumulation and provision of the preparation tool, and examined its usability.
As a result, it was suggested that using "Pre-Bo!" can help implementation of the preparation in the
 actual pediatric care.

研究分野： 小児看護

キーワード： 小児看護　プレパレーション　ウェブサイト
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１．研究開始当初の背景 
プレパレーション（preparation）という

言葉は直訳すると準備や用意といった意味

になるが，小児看護領域において使用される

際には特別な意味を持つ．医療を受ける子ど

もは，その理解力の乏しさから，検査や処置

のストレスが大人と比べ増大することが多

い．小児看護領域においてプレパレーション

とは，検査・処置を実施する際に，説明や配

慮をすることにより，その悪影響が最小限に

なるように工夫し，その子なりに乗り越えて

いけるような対処能力を引き出す関わりの

ことを差す．そして，そのプレパレーション

実践の際に，子どもに対し説明したい内容を

分かり易く効果的に伝える役割を担う媒体

（以下，プレパレーションツール，あるいは，

ツールとする）が非常に重要な役割を持つ．

成長発達の特徴でもあるが，子どもは理解力

が乏しく，その程度も年齢に応じてさまざま

であるため，個々に対応できるような工夫を

施されたツールが必要となる．すなわち，ツ

ールの完成度によって，プレパレーションの

効果が大きく左右されると言っても過言で

はなく，質の高いツールを使用することでプ

レパレーション実践の質向上が期待できる

と言える． 

しかし，小児看護関連学会等での発表を見

ても，現状では現場の看護師が手作りでツー

ルを作製しているのがほとんどであり，その

質については千差万別である．また，実践・

症例報告の中においても，実践した一連のプ

レパレーションに関する評価はされている

が，使用したツールの有効性に焦点を当てた

研究や，ツールが持つ構成要素を明らかにし

た研究はない． 

そこで，本研究では，プレパレーションツ

ールがどのような構成要素から成っている

のかを明らかにすることを目的の一つとし

ている．それにより，ツール作成時にその質

を担保できるようなガイドラインとしての

活用が期待できる． 

さらに，本研究ではウェブサイトを活用し

たツールの効果的な蓄積および提供システ

ムについて検討していくことをもう一つの

目的としている．前述したようなプレパレー

ションツールの質の問題の他，現状ではツー

ル作製に伴う負担の問題もある．多くの施設

の場合，ツール作製のための時間確保は現実

的に困難であり，看護師が忙しい業務の合間

や勤務時間外に作製しているのが実状であ

る．ウェブサイト上にプレパレーションツー

ルの蓄積・提供可能なシステムを確立するこ

とは，質の高いツールを共有できることに加

え，作製に伴う負担という面でも改善をもた

らす可能性がある．現場でのプレパレーショ

ン実践における大きな支援となり得ると考

えた． 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は，質の高いプレパレーショ

ンツールの構成要素を明らかにすることお

よび，ウェブサイトを活用したプレパレーシ

ョンツールの効果的な蓄積・提供システムの

検討である． 

 

３．研究の方法 

(1)質の高いプレパレーションツールの構成

要素を明らかにする 

①プレパレーションツールを構成している

要素の抽出 

医学中央雑誌 web にて 2000 年～2013

年までの原著論文および看護文献を「プレ

パレーション」，「小児」のキーワードにて

検索した．要旨を概観し，ツールの構成要

素に関する記述がある文献を分析対象と

した．関連した記述部分を抜き出しその内

容を質的・帰納的に分析し，プレパレーシ

ョンを構成している要素として抽出した． 

②抽出されたプレパーションツール構成要

素の重み付け（重要度の査定） 



  コンセンサスメソッドの一つであるデ

ルファイ法のプロセスを参考にした．デル

ファイ法は，合意が得られていない検討内

容について，専門家へのアンケートを繰り

返すことによって意見を集約させ，合意を

形成する手法であり，確度の高い予測を得

ることができる（永尾他，2012）．ここで

言う専門家とは，下記の参加者で示すプレ

パレーションに関する知識や実施の熟練

度が特に長けている者であり，アンケート

とは，『rami』を用いた調査に当たる． 

 

[rami とは] 

評価対象に対して用意された数値やス

ケールを用いることなく，人の曖昧な評価

を可視化できるコンピューター上で稼動

するソフトウエアである．提示された評価

項目への主観的な感覚を，マウス，ペン，

指を用いてフリーハンドで図形を描きそ

の面積で表す．描き方は自由であり，決め

られた基準や制限はなく，評価に対する直

観的な表現が可能である．今回の研究では，

プレパレーションツールの各構成要素の

重み付けの評価として用いた．重み付けが

高い要素はより大きな図形として描かれ

る．描かれた図形は，次々と面積が自動的

に計算され，即時に各面積比が円グラフと

して表示される（図 1）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 実際の rami の画面 

 

参加者：小児医療現場におけるプレパレーシ

ョンの高度実践者（日々の業務の中で継続的

にプレパレーションを実施している小児専

門看護師，チャイルドライフスペシャリス

ト）． 

＜第一回目調査＞ 

文献検討にて抽出されたプレパレーショ

ンツールの構成要素に対して，rami を用いた

重み付けを 11 名の参加者へ依頼した．この

調査の目的は，文献検討によって抽出された

プレパレーションツール構成要素の各項目

の重要度の査定である．rami を用いた評価に

加え，参加者にその評価に至った理由を語っ

てもらい IC レコーダーに録音をした． 

第一回目の調査後は結果を以下の①～⑤

のようにまとめた．得られた全ての結果につ

いて参加者にフィードバックした． 

① rami によって評点化された値を参加者

別・プレパレーションツールの構成要素別

に表にまとめた．値については，あわせて

平均値，中央値，最小値，最大値も集計し

記載した． 

② 構成要素別の値の総和を集計し，棒グラ

フとして表記した． 

③ 構成要素別の値の分布を集計し，ヒスト

グラムとして表記した． 

④ 参加者別の評価結果について，各構成要

素の割合を円グラフとしてまとめた． 

⑤ 参加者の語りを IC レコーダーから逐語

録に起こし，意味が損なわれないように

要点をまとめた． 

＜第二回目調査＞ 

事前に第一回目調査の結果を参加者にフ

ィードバックした上で，第二回目の調査を実

施した．一回目同様に参加者の元を訪れ，再

度プレパレーションツールの構成要素に関

して rami を用いた重み付けを実施してもら

った． 

第二回目の調査終了後についても，得られ

た結果に対し，第一回目調査後と同様に①～

⑤の集計を実施した． 

(2)ウェブサイトを活用したプレパレーショ



ンツール蓄積・提供システムの検討 

①プレパレーションツール蓄積・提供システ

ムへはどのような機能を盛り込むべきか

を検討するため，まずは文献検討を実施し

た．医学中央雑誌Weｂにて 2005年～2015

年に公表された原著論文・看護文献のうち，

キーワード「プレパレーション」で検索を

実施．要旨を参照して目的と関係性の低い

文献を除外した．得られた文献を熟読した

上で，プレパレーションを困難にする要因

について具体的に記載された内容を抜き

出し，それらを質的・帰納的に分析しまと

めた． 

②上記，①で得た結果を踏まえ，ウェブサイ

ト『Pre-Bo!』を作成．プレパレーション

の高度実践者 9 名の参加者に対して，実際

に『Pre-Bo!』を閲覧・操作してもらった

後に，その有用性について半構成面接にて

インタビューを実施した．会話の逐語記録

を作成後，対象者の語りを質的・帰納的に

分析し抽出した． 

 

４．研究成果 

(1)質の高いプレパレーションツールの構成

要素を明らかにする 

今回の研究ではまず，文献検討にて，プレ

パレーションツールの構成要素を抽出し，そ

の上で，rami を用いた重み付けを実施した．

それにより，文献検討によって得られた結果

の妥当性を評価することができ，さらに内容

の改善が実施できた．また，rami を活用した

ことにより，各構成要素の重要度を定量的に

査定できたことは有意義であり，プレパレー

ションツールに優先的に盛り込むべき内容

が明確になった．表 1 はツールの構成要素お

よび，そこに含まれる具体的な項目を示した

表である．どの構成要素もプレパレーション

ツールには必要であることが分かったが，特

に【やる気の喚起】【頑張る内容の提示】【興

味を惹く工夫】は今回の調査によって重要度

が高いと評価されたものである．子どもを想

定したプレパレーションツールにおいて特

徴的かつ不可欠な部分であると考えられる

が，それが定量的な評価によって示せたこと

に意義があると言える．この結果を，プレパ

レーションツール作成のガイドラインとし

て活用することで，ツールの質担保へ繋がる

ことが期待できる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)ウェブサイトを活用したプレパレーショ

ンツール蓄積・提供システムの検討 

 文献検討によって得られた，プレパレーシ

ョンを困難にする要因を踏まえ，プレパレー

ションツール蓄積・提供システムを備えたウ

ェブサイト『Pre-Bo!』の作製に至った． 

実際に『Pre-Bo!』を使用してもらい実施

した調査では，『Pre-Bo!』の有用性として【質

の高いツール作成へつながる】【プレパレー

ションの質向上への貢献】【医療者の負担軽

減】【プレパレーションへの興味のきっかけ】

【プレパレーションへのモチベーション向

上】【教育的な活用が可能】を得ることがで

きた．小児医療現場でのプレパレーション実

践への支援に『Pre-Bo!』が貢献できる示唆



が得られた． 

(3)その他の成果 

 本研究では，プレパレーションツール構成

要素を明らかにすることを目的の一つに挙

げていたが，ツールの構成要素の調査と同時

に，プレパレーションの実践に関する構成要

素の調査も実施することができた．実際のプ

レパーションの現場では，ツールだけでなく，

看護師などの実施者が子どもにどのように

関わるかが重要となるが，今回，プレパレー

ション実践に関する構成要素を明らかにで

きたことは成果の一つであった．プレパーシ

ョンツール同様に rami を用いた重み付けの

調査も実施できたため，実際に子どもへプレ

パレーションを提供する際に，どのような関

わり方が重要になるのかなど，ガイドライン

として活用が期待できる． 
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